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覧部支

理入月縦

由替
え日地庁

第

式定更成 株株太未変平

式の

一月５ 社社年年 会会田

マ脇日月 ヤ宮

号

小氏 平
売 成名

十
又
業

四を

年は 行 七

土成

深深国平

称域間日

川川
市市調

４

志定月

度指７

多査年

部平
一ら

のか日

南日

後調 年 日

法 年５査
し
律 金法時と
第 ）律
か第分て

ま指 ら

で定 号

号

た 第 ） 月し ）

に
定

条 規 日。 ６

工

の域商

る ）３ す 火第

課
光

観
課働

め業労

た産

前高旭

機
電店日 ダ書絵

和

日丸忠

市市市

橋松川

丁５

４４条

町町３

吉亀
８目

目目丁

丁

う

月者名 十の称 二
日

住

金

曜

日

成

北月
３

年

海

での 休 ま項

堀
事
知
道日

を

規 日

り 。 日よ く 曜に 除 日定

及と

日の

曜次

土、 ） 、
民深

国り

びお

番番

地番
一

取取

表表田

代代太
号

所

田脇

山宮

役役絵

締締

新同同

也
達

氏
の

者
表

代

市

の川

プ幌

ッ
同シ同同 材高同同

第
に実

日が

祝

地当

平
の成区別 条

月 ３７ 第年名北北岡 ２

北

次

合完

海

の

土の了

道

と

地行し平

告

お

改うた成

示 良土旨

り 第

道

法地の年

改届７

営

昇子
富

昭良出月

海
北

成音地

道 果 平更籍

告 成町図

示 の・

第 名 年地

７籍

認

名

月称簿

北

国証 海

し 道

た
土
告

。
調
示査
第法

同同同同同同同

］
般

一

事かほ畑同同 項

暗農農

定が整帯 規日ん場地 の

排合 にい備総
い備 業 り水担整 よ

排手 公

整 る対成急 す水育緊 告

別型 の特］備 。策型

土 号 和が
牧あ日地

。事

法内た良

年佐っ改

災の

第区業

律地
害工

完 第旧を ）復事 号
農了

条業し

号

町 査っ東更

調行河音

日

蘭野

調行鈴木

を者
た郡

、部

地園一

査た公の

っ

昭

を域

号和
第

律
法

年
第

）
号

ょ用）

き業道

条

き層業排

土暗土農）用

）良用）

改ょ改用水

層

同同同同

）
水

））排

良

画
］区］

同同同

用）

理き業道

整暗農農
）

海水

北排
）用

種）ょ

平同同同同

堀
事類
知

道

第設で

２施の

の用た

完

改

の事地

項）土

１）、

工道法

定の海良

規業北

よ事知

に
、平和

りを事昭

北成堀

年

査成成

調平平

石

９

海月月

北４３ 行

年年 を
っ
た 道

間らで

事かま 期
知日日

り
よ

に
定

規
の

項
２

第

堀

七、

〇

土
国

の
次

了成
年 達
月
也日

業月達第

農３律

狩年法

協

成

認平

） 組に号 同日也

証
達年
月 也
日 を

果
成

の
査

調



部直
札

臼砂鹿川大尾木

尻原部汲船

平
成
十 小同同同同同同

四 型

年 す

七 け

北 海

国前

大頓豊瀬室稚美苫

蘭内

秋同中小秋秋え

樹別富

けけけ

さ型型ささび

同
定びけ定定た

けえす

道 公 報

条約 北

漁のの区落 海

２申平 道

第込成域石

業
告災
３み 示害
項に年 第

のつ７区中

補
償
規い月型 法

さ 定て 号

に、日ん

第

登樹

裏
東同同同同美中

同同同た湛

北江林

央
中

め水

同同

号

土同同

幌津
篠

新西同同

地地
畑

月 と

十 う

二 だ

日

業
漁

ら

金

曜

日

う漁漁漁

置かと置置網
及、

業漁だ業業業

漁ご
び業そび

及漁びえ

業ら

の漁

さ春他ご

秋、のか

置定型及

定け大業

けさ

ま

昭

業漁置中

漁置定び

る法棒

和よ同

網

年届第受

法出

漁

っの 第あ業 条 律が
２ た

の 区 第項 の ）３ 次 号第
域規

整
等除

池防

定 条及

規
備小

］
備

整
設

施
水

排）
用模

備整
整合

合総
総良

帯改
備
一

手
］い

般担

え

業漁型

整型
画成

区育

け漁

さご

秋か

びび

及業 ２区に のび

業
漁
置
定業

項係北 同 ６にる 第分よ

知 あ お特道 が にる海 意

準３分 た て第事 っ い定
る業と す漁の 用号堀 も
者認

道業画土き

農農区客暗

排）
用理）

）用整）ょ

同同同同同同同

）
水

）
理］

理

用ょ整

業き画

農暗区

平同同同

）
水
排）

用）

成

２
所安目

い解場保た解

置
覧定と

除 縦予林的

て除

１

に保し

成解場保た解

平

除所安目

７定との
除 年予林的次

る 法の達 め 同

月保し図

済也 。 第共
契

法 北

農律

３

海

林第

え

道 た解置

水 告 目い

産 示

大号 除 的次て

第

臣） の縦

第 図覧

か の」に

定１２ 北

森を 海

解平解場保 道

除成除所安

林
告

予林

法
す 示

る年定と 第

予７保し

昭
和
定月安て

小小小

浦華尾
法
安椴広

す林指

供安ての 型型型

在れ由

。所さ

るの定理

郡の用

越砂路

山土道

）

の

部のす

万出と

長流地

安て」

さ省

の定、 理

日林指は

水道そ
、
し

在れ由略

所

面

市の用図

張源路の

夕

か地

有養す北

国んとを

ら 号

る次の 、す、 理条 は供
し）よ定 由略。の規 省

の保る 農そによ 、うに
が 地面林知 用図安通 道

海定っ す北指あ とをの
た る

林指 で 号年

れ

律る所さ

法あ日の定

第。在
市の 第

室害 ）根風 号

初防

２

牛 の

田備 条

う

ととと

けけけ

すすす
漁漁

ららら

だだだ

うう
そそ

びび

及及

業業業

漁

備た

町防る

他他

のの

図
の

次
。
林
有

国め

七 に

一

。た道

林る海

分
部

す
示

部

に務

図林

の産

次め水

分課

道部山

海す治

北示

張

堀る夕

限び

事に及

知

室除

め根解。 た道を

。

部で

済定

経予

庁る

支す

び森

及、

課旨

務る

林あ

第

根林

２
に示

定に

規図

のの

項次
知 、分 道 り部 海 よす 北

う。 堀 よる の限 事 次に

置船

定漁

型型

大中

のの

市

）
。
る

限
に

業業

漁漁

室法

え

也備
に

達所
役

）

市
所和

役昭

に 也 の
林

達 安
保

に）

備年 指



６
解場保た解い

置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦
す

安て」供 の 保し図に

林指は

北 海

５
解場保た解い

置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦
す

安て」供 の 保し図に

林指は

道 公 報

４
解場保た解置

え

除所安目い

定との縦

除 予林的次て
供

安て」に の 保し図覧

林指は

第

３
解場保た解い

置

除所安目て

定との覧

除 予林的次縦
す

安て」供 の 保し図に

林指は

号

置
え

平い
成次て
十の縦
四図覧

年」に

七

さ省。

の定、る 理

は供

道そ
、

し

在れ由略）

所
郡の用図

川衆路の

上公

す北

瑛健とを

美保地面
る海

町

省。

の定、る 理

国た道

そ
、

し

在れ由略）

所さ
の用図

川源路の

上水道
北

瑛んとを

美か地面

郡

る海

町養す

省る

の定、す 理

国た道

、
し）

在れ由略。

所さ

用図

宇砂路の

古土道そ

恵壊とを

神崩地面

郡の

た道

村防る海

内のす北

備

）

所さ省。

の定、る 理

岩土道そ
、

し

在れ由略
地面

郡の用図

内砂路の

町のす北

内壊とを

岩崩
防る海

国備た道

月、す

十省る

二略。

日

図
の

そ
、

し）

金

を
面

曜

海
北

日

次務

。林

林産

有め水

道

す及

示課

に山

図治

の部

る役

限町

に瑛

分美

部び

部

次務

。林

林産

有め水
び

す及

示課

に山

図治

の

水

る役

限町

に瑛

分美

部

次部

。務

林林

有産

国め

すび

示及

に課

図山

の治

め水

限村

に内

分恵

部神

治

の部

次務

。林

林産

有

岩

部び

す及

示課

に山

図

林
産

水

る役

限町

に内

分

部
万
長
び
及
課
山
治

部
務

え
備

）に

。場

町

た解い解場

置

目て除所

に保

の覧定

除 的次縦予

え
備

）に

。場

図

た解い解場保

置

目て除所安

の覧定と

除 的次縦予林

）に

。場

る役

図に保し

９
備

た解い解場保

置

目て除所安

の覧定と

除 的次縦予林

え
備

）に

。場

図に保し

８

た解い解場保

置

目て除所安

の覧定と

除 的次縦予林

７
備
に
場
役

図に保し

定と

予林

除所安

解場保

理
はす林

」供安 の 保し

由略）在

省。所

、るの

図郡

路の珠

道そ有

、
し

す北町

とを瞥

地面壮

用

理
はす林指

」供安て の

在れ

省。所さ

、るの定
砂

道そ虻土

、
し
由略）

面虻流

用図郡の

路の田

の

す北町の

とを田出

地

定 理
はす林指

」供安て

）在れ

省。所さ

、るの
田所

指そ虻名

、
し
由略

由面虻は

理図郡又

定の

て の

消北町跡

のを田旧

の定 理
はす林指

」供安

略）在れ

省。所さ

、る
の田害

用そ虻風

、
し
由

備

用面豊防

路図郡の

水

定

林指

安て

北町

地を浦

の

里害

斜風

在れ

所さ

の

る海

町
里備

清防

郡

林。

産林

め水有

た道国

課示

山に

治図

部の

務次

海防

田に

虻分

び部

及す

る

。

産林

め水有

た道国備

示

山に

治図

部の

務次

林

の

田に

虻分

び部

及す

課

滅海

保

産林の

水有致

道国風

に

治図

部の

務次存

林。
に

豊分

び部

及す

課示

山

海

浦

務次

林。

産林

水有

道国

及す

課示

山に

治図

部の

里に

清分

び部

に
図

の
次
。
林

有
国

七示

二

場。

役る

町限

に
分
部

す

場。

役る

町限

え
備

に）

場。

役る

町限

え
備

に）

場。

役る

町限

え
備

に） ）
。

る
限

え
備

に）



号 北

旭）

２３

海

第平 道

成

川 作作

告開 業業

平 条 示発 期地

成 に年 第建 間域

十 お７ 設

四 い月 部

年 て 号長 平札

七 成幌準日

北 海

１ 北

石 海

平作 号 道

成業 ） 狩 置

告

種 第 川 い

示開 て

年類 第

７ 条 発 縦

に 建 覧

月 お 設 に

公 号部 供
す日共 い

道 公 報

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

第

い解場保た解

置
て除所安目

覧定との
除 縦予林的次

は

供安て」 の に保し図

す林指

号

保た解

安目

」 の し図

との
除 林的次

か 指は

て

月 市用 ら

十 、 年、す

二 次 ６石る

日

市法
の 月狩同
と
お 日第
り か

公 ら条

金 第 共
測 月１

曜

を 日の
量 ９項

日

量 準 か る測 て 長

実 ま規

、 ）用 ら 。

法 と河 同 の内 る 次管 す
り縦 第 お川
横

項作 測１図 第 共断 条 公

省

るの定、 理

をの成 量

、
し

）在れ由略

。所さ

用図

岸害道の

厚風農そ

岸備とを

厚防地面

郡の

る海

町す北

さ省

るの定、 理

国た道

そ
、

し

）在れ由略

。所

の用図

珠衆路の

有公道
北

瞥健とを

壮保地面

郡

る海

町す

由略

さ省

定、 理

国た道

図

砂路の

土道そ
、

し

れ

す北

出とを

流地面

の用

施 で定

備た道

防る海

の

測知 、通 旨る
るよ

すに
っ 法あ 量が

和。 昭た

るよ
すに

施定
実規）

年

知 測知道 、通海 旨る北
堀 っ

法あ事 量が
和。

昭た

部

次務

。林

林産

有め水
び

す及

示課

に山

図治

の

水

る役

限町

に岸

分厚

部

の部

次務

。林

林産

有め

部び

す及

示課

に山

図治

め水

る役

限町

に瞥

分壮 壮
び
及
課
山
治

部
務

林
産

第
律

法 役
町
瞥

川地已

区深１一

市先
一か

律
法

達 年

町深地

已ら番

しそ日

更の１２３

第

也

成路路

たのか平道路道

の線の

。関ら
係２
間７類名域

図週年種区

え
備

）に

。場

は、月

面

北

道

３４

道
海

路 工工

告 事法 事

示 の開

第

種

昭 始

和 の

１２
え
備

）に

。場

類日

事 北

過を 海

疎次平路工 道

地の成 告事 域と 示線 自お年 第

立り７区

促開月名間

作作作

１２３
え
備
に
場

先

類間域

種期地

業業業

已
已一で

一市ま

字川
町

別
更の前後

変後
間番字

前

、一

深

海の道川

北般日道旭

部供
設に線

建覧川

道縦
及
課

備
整。

路る
道す

号

改平

法
年

第 築成

律

斜斜斜

里里里年

清清清月） 郡郡郡７号
第 里里里

町町町日

町１

元元元第

水水水条

町町

進始 号

特す日

里

置町斜

措。里

別る清
２郡

法道
路町

成道里

平線清

富

公平上

律里

法斜

年上

良

共成
測
５町

量年野

３月
・

点月
準８
基ら

級か
４日

）

敷
地
の

員らでらで

かまかま 幅
延

七
三

海

土北

幌
札
道
海

北
び

長 備堀

に
所事

業知

現道

木

項

え

７規

番番番の

まよ

先先先に

地地地定
の

路
道

、

でらでり

まか

を
域

区

第

番
先 第地 ）３ 号

か

事

項知

１道

第海ら 条北

海
北

で
ま
日

に
定堀

規
の

区 等
複 道

国重

堀
事
知
道

告也

、
て達

い
置

の間
と

達
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計

線ののの佐

路路路武
別 線 名域類線根

区種路

岩道区車

、停

名

第

更の１ 北

道しそ日 海

たのか平道 道

。関ら成路

路
告

の

法

係２ 示

図週年種 第

面間７類

昭
和

は、月

、一 号年

北般日道

号

平
成
十
四
年
七

標標
中中

郡郡
津津

標標 標標

計計
字字

町町
津津

中中中

郡郡郡

津津津

標

字

町町町

津津津

標標標

線

内道域場
計俣俣

字字

覧区標

線縦

爺び

洞及名

計
字

町
津

標
中

所郡

場津

建覧

第道縦

律海の道

法

設に
路る 第

道す ）部供 号
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北 の

び 項

及 １

課 第

備 条
月
十
二
日

後

金

曜

日

別別
根根

番
で か

ま 先
先 地

地 ２
１ 番

根落落

ら

別

線
番
４ 番

番地
かで

ま先ま

先地先

地１

別
根

ら

で
先
地
１

番

道 定

海 規

か
）
地
敷
川
河

木海 、

土北 り

樽 よ

小 に
区

所事 の

業知 路

現道 道

い の

置 次

え を

備堀 域

に

らで
かま

後前前後
らで

かまかまかまかま

前後前前

らでらでらで で

まかまかまかまかま

間ら
でらでらでらでら

敷

週
２

前別
更の前

変後

間平

地 、成
一の

縦月員ら

の７か 幅

般年

変示
告也 り

、 お

て達 と

更 北

道しそ 海

、の 道路 地

同関 告

条係

法 先番

示 か４

第図 第

２面

昭 ら地

和 虻先

項は 村
狩
真
郡
田

区虻
田ま

覧
供延

に日
す
る
。

と
等

道
国

長

の、 号

狩定海

法 真規北

年 郡で
字よ建

第 村に道

律

光り設
の路 第

路道 ）道部 号

前後供整

字

開及 １
を課 第
用備 条

更の
変後

間４
番
２
明
共

北

間
区
複
重

の

同同

前別

事覧釧

知道

道海
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始び 項

場木
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路
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。縦 定
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敷
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地
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業
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年 た 号 次め

七 のる大。日

北 海

北

平 海
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成

町

告 ７

年 示 番

北年 第

海７

１
地
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告 号 ま
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１２３
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類
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第
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昭
和
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号

五
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落
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日
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。号
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を第
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日

第

成第

号
の

域
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敷
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地
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）
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に
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北
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かま 幅
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堀
事長

留 に
。道 定

る海 規

複稚

業 路

現 道
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土 り

萌 よ

置 次

え を
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い の

地地
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４
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２
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３４５６
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２番ま
で 秒番
、を の

２番次 向、２順 方
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６
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２
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告 立
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会
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北
町
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村 行
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）２純

定

さ 部
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成 の よ
う日

号

海
北

昭 店

道和 」

告 を

示年
第北 梅

海 田

道 支

号

」

告 店

月 平森小大小梅柳

十 川

二 塚田林矢原枝

日

雄雄男

定洋尚郁義正秀

雄三宏子

金

同同同障同同同

曜

者
害

日

木

名々

斉板氏佐山鈴

自

団敬桝秀

は

藤垣又木下
同

茂悦名一郎雄

体太

新

者 衛績
害 肉

食同功障同

名

成氏佐中
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体

海団政
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功食同

第
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収
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税金
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第２
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追
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理計 委
理管

管業 場
漁企

会者

員

八
三

に
進。 推数 る のあ 化で い応いにいにつ

て
い

つ

いうて

てにてつて伴い

つ
に

償
補

て転

いて移

つ 等て 庁立い 支つ 、

て
い

出
に事

関
機

先
を
の

も
る

係
。
む

含項



館川走広

試札函旭網帯

場場場

会会会会会 験幌
石渡上網十

地場場

北 海

の１２
試す

海お平試試管

北と

験地験る

道り成験

介実

実びは庁

護施年及地支
と

援る月試、ご

支す７

施験次 専。
門日場のに

道 公 報

訳及及 内告告 の勧勧
４

の表表 道見見
意意

びび
明明

第

を査 情査４審 苦審表

３
結え査区果 査終審結 審

立立 の事結申申 果たの

内案果

号

今
※

平回

成の
十処
四理
年合件
七

、、、 支狩島川走勝 数

後宗

、、

知山萌

空檜留

定

高
日 庁、

振
胆

、
志谷

務右る

実のめ

員日所表
あの

修成に欄

研平欄左

受

る場

講年げ会

試

験す

験月受と

実
要の。

施日者る

状た 関合のし 機

綱日勤

公

不な には 為の 行況も の
も計

い。 なた がっ 備か

趣趣 審のの 訳のてて

の

の沿一 果にに 結旨旨 査

た はもっ 訳た沿 内っ部

の
４の 表分も 、の

月に

十は

二、

日

計表
公

の
回

前

金

お
に

曜

て
い

日審

づ
基地

に）務

道が

第海地

、北務

き勤
合

務場

実事い

回知な

５
講所

受住

修は

研堀

告

あ
で件 り

お
と

立
申
の

中
討

検
査

。数 る

９

ま
含
が
件
５
の
て

受

受実受資そ

者を他円 験務験格の験
相 格験整証必手に 資経

を

験）

試達地

の理明要

６７８

次所

を也

受

平区受受受平な提

市

、験

成町験験成お

村申者

込

年窓込の年郵申 付出

務月の書

７口書勤８送

５
月にの

生施問試
合案

士管設実特ない験

養、わ内

、理に務別お

置験護受せ、

言栄必経
老験る受

語養

３４

聴士と

行
護。実医学

内介う受理
法

資 験容保務師療

験 試
・制験歯士 格 会険経、

い
て
れ

は度５科、 者 場 場
会
路
釧

。
る

る類す 欠見カす書数当
額 事）ド免料る 格込ー

由証許

認書真のの 確明写等面
収

り道

はし海 書を写北

場 期書

も紙

た証

け入

付

お提地

日い出日合

て先勤間は類

）布さ）成

金配務月平

かすれか
８

らるてら年

８。い

月な日月

い
は）

日方火日

火住ま火

と申

覚をさ年人資こ験

ー要。込

士含れ以ホ格

。い、ム件書

、むて上

詳配

ん）るかののの

あ

談業母細布

摩、相つ寮
介道

ッ神援務等は

マ精
ー健業事護保

サ保助従
に数の福

ジ福務日等健

作 の

圧士従が業祉

指祉

ケ以師業 範

、方、年医
薬法

験法ア囲上、療

受

師、

込ネか剤士

申マ、
保会

にメ業、社

者ジつ
婦祉

しト従健福

対ン務

受の日士

て等事

票礎が）介

験基数士、

定

）所

のを

室
根
、
路
釧

章
印

、
け

付
り

は
に

欄
の

で

ま地とま

）所で）

又

所。消

のをるの

で）す

支るあ

各すの

、管印

間

に

務総の

総庁も

庁支る

務部

会社り

社部限

部務

師の事

に介 、ほす

従護

以 り、者事保 日 はかる

又

、別る課 上 師特す険
支

う老各

ゅ護は

き養者

ム務

柔ー総

、ホ庁

師人

、護
整の部

道

に知

助福
婦士 以 りに産祉 日 よ識

て看視

知い、、 上 通つ

護能

す
る

練 複 。婦訓

及、義 式）、 方士士 択

看装 び准

八
四

理

福会受

り
よ

に
名

署
は

び。

及課る

課祉す

祉福

、指福

師活会

復生社

各 士等に

養員課

栄導祉

護具

一、

択婦士

で、衛

式）科

方士歯



２
入次と

札の平電道調を

平 成 にい子が達証

成 参ず計行物明

十 年 加れ算う品し

四 北 すに機指にた

年 海 るも）名関者

七 者該の競しで

北 海

を

達ー達

調パ調納契納

ルる

すナす入約入 をソ
貸ン貸期期場 賃コ賃

る

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成 胆札

お 振

り年に 支

一７付 庁

般月 告す

競 示る 争日 第

第

あ
平る受

合 成。平験

成番格

号者 年

名 ６年

簿 月７
月は
、 日
実日北

号

験 す験る

印受受す

消付
を の

と書
票 こ込

る申。

道 理 送受

。

月 告 に当資争、あ

十 示 必す格入迅る

二 第 要るを札速こ

日 なこ有になと

るすフ

号 資とす関ア。

と指ー はこるタ 又 格。
平金

をー 成。名サ

曜

北止ス 年停ビ

日

物日間所

借ピ借

海さ・

す北

等タ等

品ー品

物ュ

成範る海

の及の平平の
囲こ道

名び仕成

称付様

が蘭

及属等年年内と室

で び品

１平り幸

数月月、有市

札日日成得町

量入１

る９ 組説か

入事 ７

札項 号 支

下
以

庁

い
と

」
札

入

告

成産

平水

の道

施海

。
う

林

業調

産画

水企

度部

年務

と
た

付し

普に

良課

改整

他
の

そ
所

場
験

試
、

は
き

ナ 示いテ 告てン 道れメ
との 号

こス ９いン 第な

る

整 す

が 定

制 規

。体 に

火ら年。番

れ 品

さ 物

備

明
１書）平３

月及成月号

当び
り求３を海

た要年日北

度胆

の仕月限道

単様
）にま当合

価書日に振

約舎

る。契庁

よで該同

実海

を北

）

だ期

。た

示

長
庁

。支

る振

す胆

施道 格き

資置

員え

及備

林
小

に

の道覧

験海縦

試北、

は堀る

者す

格事供

合知

注
の

上
験

受

の
次）

、。

の

受
た
し
載
記
を
項
事
意

す

８９
借こ
る 貸

い 賃

て
。

郵認落北項価る

１の

道 ま規

便札海 めの格

等者財 せ定

間

。よ１

務 んに組 にの

６７
算長
予延
、を
し

説交

開開札札交

入入入
付 金書 札札付 証明

札保

４５

和
照

はの 保

審海海札入入

契北北入

を室胆行

条 査道道執

約

支場 を 行蘭振の札札 項

イウ

で
り也

お
と達

っ市

ア査申申申

、審
はのア

請類

ら申書 請請

かを請

３
送
を
票
験

ウ

条
仕一５ の 求付条 要件こ

決規 書競２ 札 様般の 入

定当 る定則り月

よ

和 札法たり

昭めた 入方

予の
を

海格）

北価価

年定単

道

も 規
月入

第１て

則組っ

に
除付 証場 場日方 免交

。す

所時金る関所法

す
る
事北北

同道道場

にに項海海の

。蘭振で

じじ室胆所

同

庁所 示

幸庁付

市支交

。

場
と町総及 す場日 た幸
所番部日所時

き９務び
総時

は
、

海成

査課北北平

審号務

結海

果道道
合月

申蘭振８

を室胆年

しの のの

者幸同２

請市

先

にけ出

時方 でな提

ま

郵北

るな
めば
定れ期法

請れ便海

とら平く申け

い）書ば番道

成 こな。

ろ

のら振

年 に。類な号胆

７ よ

支 月 り提な

、出い－庁

定 地 記入規 、 に争の は

ハ加よ 自 の参に 方 載札

件 施 ド格条 法 ー資る 治

ア査一 令 ェ審付 行 ウの

般

等争 和 件競 昭 要

。た
号当札

単な

下の効

以り有
限 規のに 務）札 財価入

則制

八 」限る

五

た う囲し い範） との。

番部。

９務る

町総す

内

総

通９舎

に町庁日

課
号務

館）

知番別金

す

時
講１

。階後

る号２午
堂

総

分

２先。

務 日 のの
指部 か

及示北総 ら

びに海務

よ道課 日

成市

で 掲作蘭

ま にり室

げ

申９

曜 資た町

土 るし幸

及 を請番 日 格

を入
有書

第 しあ 令 たで 政 満札 年

てる

いの
下

と入 以

こ、 。

るで 号

証に

を札

。 たし 」

し加 令

明参 政

っ落 第あを ）で者
て札

第低と
最者 条

か提 曜

るを 日 す類号 び と

か除な

うし を

ど出 日 す 。

あうと

でう い

者よ

。
と第者

こる ）

る



号号

成番３

平録振
登胆

成

月登平

７
年

録 日

北 海

１登 北

北項録 海

海のを 道

道規し 胆

種定た

ここ詳

振

馬に。

のの細

支

鈴よ

入入は

庁

しり

札札、

告

ょ、

及の入

示

生次

び執札

第 契行説

道 公 報

所

消落あ部契

で一アイ

者か免に

費札るに約名

な申事す

等とを税関

税

出者事

税っし業る在 課
事た

第

落を）等月

号額額税１

札札 掲加を」当

開に入

り 書 の決 げ算もとた 札

たてうの

時定 るしっい

当 札金落。契

にに 入記
及額札）約 載 お

号

約
契要そ

平書
成の 十作の 四

成 年

の 七

月

道

日教
育

住伊委 達

員

旭
市

会 町

教

番育

産の

所地

８

販と

約は明

号

取り

、公に売お

は、書

条成

達する締平

調開よ

手る。

続。例

の年
ら

止和か

停昭産

等

者るが務

有７々

が年翌

る担

者はこいを称地

業

郵電

の落。と当

等、と

る海便話

申札たきす北

し、組道番番

出決だは
の振

後、共織胆号号

定
速落同

や札企名支

－ か者業称庁－

にが体及総

－ 消共消び務

てっ び価に金 金 いた

るの

て 、こ額当格係額

は ２の該と

に、 公金す課

にの事分 規入 告額る税

す書 定１で業の 定札 に
るに め円、者
札あ相

資記 る未入でに

さ 札の参る当

格載 入満

免る

有れ に端加かす

を
した 関数者

月要

十否他

二
日

金

曜

日
長

北告 海氏小

示

支株

振事 又
胆商 名 道池

町

小
称社

長会 名 庁式
は

産

り月年

達、

林集伊

得

北種
けの

。付で

る日ま
第集
例ょ
条し
道鈴
海馬

荷

費同費所部

）売
号販

税企税在総北

体免課道

等業等地務海

場事蘭線 課の税室内 の
税
事合業市

業で者幸

書番

でっ出９

者あ申町

あて
る、を

は税金

免の出

かそ提号

額 るあ、事額

な金 すが

者、

者に 条る消業を

い
にき税で入

の当 件と費

書 た金 違は及あ札 し該
そ地かに 入額 反、びる

、たの方を記 札の し
入端消問載
る の 務札数費わす 分 財
、切、こ ５ 規はを税ず

則

照市栗 荷 無り以見と に

３

域沼

和長町 地、山

道当る当あ件

資いで条

成をが該こ該る付

平格
有行賃と賃こ一
。競

年すう貸を貸と般

７業
第事

北る指借証借

い
札の
入次

２
第の
条者

税構す

すに
加れ
参ず
に

。

者のと

業員こ

事成る
調納契納

用用す入約入 汎汎を
達

効捨下積。 相 第

ココる

とても 当
る金費た

すた消っ 条す

１
。
各る

汎企

札調給び

入及アイ

を情辺用画 に達与周教
器ン務 育 す報機コ総 付
るシ

北

次 海

の平 道

と成 教

お 育

り年 委

一７ 員

般月 会

し品入

海こ名物明物争

。争にたに札

道と競品
でし加

示入関者関参

告

に、あ、資

第札し
速こ求の

号関迅る要格

様査

はるなと仕審

又す
タに

成名フ書

平指ア。

を

に当
者該
るも

年停ー記

北教資と
なこ

要る
必す

川局海育格。

北教上育
教釧

道庁教、道庁

海育
育志局海育路

教後育北
北教日育

庁教、道庁教

ピ貸期期場 ンン賃

渡育

ーー物日間所

ュュ借

ピ

平のる北

とと等

タタ品
仕成成範こ海

接接の平

囲と道

続続
すす様

あ育

るる等年年内が教

月月平り庁

端サ９９で

機バ入２２成得企

末ー

ュ給 局 る賃ス等ピ部

す
貸テ

月用タ課

借ム１ー与 事

た接

品係当と用

項物に
名用のす

の汎り続

等る
）末

及ン価端

称コ単る

量ー、

数ュ機

びピ

競 教

争日 育

入 長

札
示

告

以 第

下
号

の

北止サ載

い
と
」
札

入

てス件

道れビ要

海さー

満

第なメを

示い・等

告

とナし

号こテた

９いン
のる

定スい

規。ンて

に

育高局

物制と

る体こ

す

北

教、道庁教、

島局海
海育走庁海

育北教網育
育北教

、道庁教、道

局

庁

海育萌局海育

北教留
空育北教根

道庁教、道
道庁教

育知局海育室

教

局

檜育北教十育

庁教、

教、道庁教

山局海育勝

る画 及ー札日日

び機説か年。総

平月部

周及明月ら９務

機周及成１給

辺び書）

日与 器辺び
求３限、

等機要年を課

に海

等仕月度北

器
様

契育

にま該教

書日当道

式式る。約庁

４一よで

タ

道接ン

海とリ

北タプ

端周

委るび

育す及

教続

育、器

教機機

会末辺

員
相ン
リ

長プ等

。
る

す
施
実
を

）
。
う

タ

八
六

し

賃備明

の整証

品がを 胆育

のて者

借れた

貸さ

教、

局海育振局

育北教
局海

北教宗育北

、道庁

期石
道庁教、道

海育谷

延育

しを教

だ間狩

。た
算す、

予長局

、

機

夫ー
バ

秋ー
サ

馬、式



８９

郵郵落北項契

１格

便札約 海 便の１

平

等者書 道 及規月

成 財 び定当

十 務 電にた にの作

四 よ決成 規 報より

年 る定の 則 にりの

七 よ定単

北 海

６７
説

開開札札交交

入入入
金書 札札付付 証明

札保
証 場日場方 、交

はの 保
免付

道 公 報

４５

海話札入入

契北北電入

教号行

条道道番執

約海
幌育の札札 項札

場 を市庁

及 す場日 中企－所 示
央画

第

請を

申申申査
審

アイウ
のた のの類っ

書行 請請

提と

号

者の
は審

５ 入かを の のア査 条 こ

まし ２ はウ請 の 札ら申
でな の 、

入方要月 昭 るめ価

十 和 札入法た）否

二 札予を

日

格て

北 認価っ

年 は定も

道 な入

海 め

規 い１札

金 則 。月
第当有

曜 た効

号りな

日

金す関所法

除に

。の入

。る
るす

所時

事北北

同道道場

にに項海海の

。幌育で

じじ札教所

同

央画す

中企付

市庁交

。

区総る

び 場
所北務日所時 － 区総

時 ３部

海成 内 西与北北平

条給
線 ７課海

丁道道
札庁年 目

市館月

－幌別８

中７１

区１
央階日

審
、

期法先は

出き

時方

平申け郵北電査
番果

成土請れ便海話結

曜書ば番道
別申

年日類な号庁号を

７及のら

請 館 月び提な

日出い－－者
に 北 日曜先。

通 海－ か日の

に 自定れ 定 方にけ 規 地

とら る 法るな よ 治めば

付 令ろい 件 行こな 条 施
一
に。

、 競 和り 般 昭よ
２ 争

下価に

以単札 政の 入 年

）限
し 規限） 務制。 財のる

内を と囲者 」範た 則の
）っ者 。あ札 うで落 い

与
条給

３部
北務。

てと

会）

北号木

目
丁
７課

西 西室前

条議午

３
７

らを指道知

目
丁時

す 除示北教

る

。よ道庁。

日くに海育
幌画線 で午り札企内 ま
前作
９成市総

時し中務－

かた央部
３課

午請北与

ら申区給

札

時を西

５類条

後書

び あ 第及 で 令
る

下

げ 、 以

掲 で 。

に の 号

資 札
る 入

と

有 加 」

を 参 令

格 に 政

最す 第 る よ い

す し

低る

１

第価
の。 条

講実定 施実
実アイウエ

、の
習施 日習 期期

施講

係

日

北

警る 海

平平 道

成成

備
公業
安法
年年 委

８７ 員

月月

昭
会

細

あ部契こ詳

で一アイ

免に入は

るに約名所の

事すの入

を税関札、

か

）し目

で出丁

ま提７

申

な
額た者

消落

加額費札 に で 入落を金

決 金算）税者 相 あ 札 札

す か 定 額しを等と 当 る

と 。

か うう

にたも課な

第るか
う す ）

ど
る
のげ

札掲
開に

要そ号

場所の実の 、場

入 の時

所員

員期 所定種場

、施

等等別間
警平札

人 備成幌
市 員

和

導８区ュ

指年北ニ

に 告

お日 示

け
年
第

る
法

道律
講 号

習
第

公

を
次 号 安

と 第
の ）

委お
り 条

員

行説

し業る執札 在

実 の

、書

るが務は明

出者事

とる担公に

こいを称地
北郵電する

。と当開よ

はる海便話る。

たきす

号号

し、組道番番。

だ
落同の育

、共織教

札企名庁

っ る 免 に

者業称企－－

て事た 金 税 当 係金っ税

っ 消落業者 額 事 た る額

を 業

の、 入 者 て 費当札者は

金格申落 札 で は 税該価

入 び額と出札 書 あ 、 及

定 記 か 札 地にす決 に る

消円の後 載 を 書 方１る

る わ 記 費未で速 す 問 に
の入か こ ず 載 税満、や

と 、 さ

、 他こ
てび

い及
お札

に
す定

定に
規告

に公
２の

北ー

を札
格入

資る
るめ

７ス

教月
育
任西ー

責日条テ
目幌

講）丁札

者月１ジ
番
ら２

習か

八 日地

七 ６

施北 ３

ま
）

金

会

る道 ２
す海 第

告

安 に
。公 項

示

員 警

委 る

会 す

員 定

委 規
導

潮 指
員

長 備

が体及画

－ 共消び総

同費所務

企税在部北
内 体免与道

業等地給海

場事幌線 の税課札

合業市

で者中－

あ申央

に
、を３

て書北

っ出区

下数に消 。 見 れ 以端札
も 金が参費

積 た
費るす等

っ 額 消あ加税

者課

１ 当 税とるの

た に

当 金 」はは税 月 該 等き

いそ消業 た 額 と、、事

うの費者 り の

の 。端税で

にる の約 ）数等あ 分契

いる
なす

し関
有に

の金

入反 た違 しに
の件

者条

で

は 務札 財入 、た 札し

者
任

責
育

田 教

間
日
５

の

構す７

の出西

そ提条

に

金

。
のと

員こ目

成る丁

をる免 に額 取額係か ５
い切課税 相の 扱

り税事 当
るて業の者

捨事業 す分

効 第無 則、 規
と

。
各る

す 条



規１ 北

地定る 海

に平資平者 道

よ成格成に

方
警

必

自

及 り 察治
、年び年要 本

一７調度な

法
部

般月達に資

施
告

をお格

行
競 示令
争日すいは 第

北 海

行務
業

習

携講

７８

道 公 報

４５６

講 受及こ受

受書る受受

受。申
受講 講びと講 講

資みの手 望講込 申付 希
に員時数 は格人 込日 者
、

第

合

講則に

講本アイウ

３

備と定格 習
習最警」検

則た

、５員い規し

は近
間の。第後 の次年等う

いに検）１、

の

号

２
習 講

オ講

平

修

受
成講
十習 申了
四考 込 年み 七査

入るて、 昭
札物道 和 号に品がに

政加の結め

年参等締定

第る類よも

令す種しる

者うの
る、

。必すし

号にとと
当

以要

の

資に該

下な

道

品託
委

警

察

当記内講西

相筆案本条

額用書習２本

北、携、目

の具をは丁

部

道章す団番

海印行社８

所当受び料

住該が及 み
又る定所等

地す講場

要
勤と

はこ員

領

受ま受 務を
明）受の
講 先証人講で

は、
請 のすを付間

申 等

す 在書え、講
を 所る超

定第条継

る 地面た当習

し

れ備に１第続

対ず警
務す第項て

か業関条２
規年

該にる２に１

象に
す事則に定以

当従規項

修るし規す上

習

す２備

了者た昭定る警

る級業

証に期和

明対間

級検に

書しが年１の務

時 受

をて通国

月

付の

十

実 二期

日

成前習

平午講

間間施

金８の

年時最

曜終 ７
月分日

日かに

に

令を北め約

政格定契
り

とめ道契よ

」定海る
達 う。察に調 いた警約

長一す ）部るを 。本係
般る 第

上競地
札共 ５

原入公 の

争方 条

収る法地告

証肉と北に

入朱こ人）

示

し

で使道託

紙を。海委

る業実

付す備て

納用警
る

この会す

るも協施

す
とに

該の

。市

る幌

。限札。

き 管２合講実
と を各場

轄通は習施

作抽日所
受 すを、初場

午行
受 警成選ので

講 る

の 署上よ前う
付 察のに

備当受時際 に、り８。
）
に え該講

３ 講察をか、 る警者分

行算家の定従

習署決ら

合し

付うし公検に事

交

３委に格て

す。て安定
格たる

。年員合しい

る

た備の

上規し警も

以会

あ

る５で

あ第者員

で則

ら講

下、

以て

。っ

者号

午習

日

査

か時考

）６了

月後修
でを

らま
す施

日と実

で格

ま合

）。、

金るし

都参体 １

美に団 第

の者

４
のす物

男加の 項
格申資申資申

及め資た

請請

協い審格格請

びて
の査査類

業る査審審書

合き申ののを のの 組と

３
習７

講北

、区

）北
年つ
てび経中

法 資中以い及
済小 格律 小下
第 企は

業中、に産企 要
等 件小当掲業業

に定午万

企該げ局等 号

受
講提す前

申出る９

込す。時円

政。道道平過、調

とつ
２実を

令が税成去誠達

第行を
う滞年年にす

指納７間履る

当

２
規定

定検

検該
い締

資物の政約

資次契

れの 等

第 ず結 格 品令

講

間し

日対

５に

にた

る
はす

又定契

等規
品に

に。請申申提

品
定物

特

法はす

あの請請出

時方

こ

て期、、る

っ時期は

に

、び成にと

は及平次
掲 設方

行

の７るり

立法年げよ
請わ

際月申

に

の協

格か類け

資日書な

同 特第 同業中る長協 ）
企格行組 ３ 組等小資が

法同業要う合 条 合 例協
組等件官法 第

需３ 項 昭合協は公第 １
と組適適条 第 和」同、
組４ 号 年い合用格第 ７
。はな合号 に 法う又し

掲 げ 第）協いのに 掲 律
及業。証

し借 の名し月に行賃 条

い日いた物 ４競て１お

の ２入る現て者品 第争

に１あ保 項札者在、で

規関なおのる守 のにで

こ点

るこてにと検 定すいい
め可 よ

指と、定。が に

な 競

を用る能 り

名。汎

停電契

４ 該に 種の もめ 条 要 の

な １ す要 第 格類件当必
意 に テオ格オこ同 項 る

ムンンと

イ得 定

用ラ以ラ。を 規

用ンンて す

汎イ下
格スる 者

電シ資シい る

計テ」テ者

子ス

達類
調種約

のの
務等

役

成

続、平

手は
の
特に

定る月

をめ７

例定年

めも

８提ば

をらのれ

るの日

先ら

す月出な

有
る

当。

でま、い

者日にな

に出

も間提

るの該

あで

成け指

構なの

がし先

の
員れ示

び組明げ る

有企 業 ）
中合をる 協 号

合 ３
企次す業 組 第

小が

団いと合 条
業のる組

体ずき 以 に
組か下 定
のれ。以 下 規
織に 協 す
関当業 組 中

に該企 業 る
るる合 」 企

すす組 合 小

さ計とで 入

止子約者 争

て機類る へ

れ算種あ 札

な賃ほと 参

いのをこ の
排

こ事同 を

い貸ぼ。 加

営す さ

。をく 除

と業じ

未

い約 い

で契 て

んる れ

用い用含 成

算ムとムは

用れ 者

の汎う汎ま 年

機

被

貸電）電な 、

賃用。

佐

契計計。 保

借子子い
な 又

機機で 人

約算算）

貸貸こ 被

賃賃い は

のの

政とに

契。 助

借借と 補

る般

令す一
の 年札 ７入

成争

平。競

令公 政

八第告

八を
行

過なよ

のばに

オ ）

う 号

し

をい成

数な作

半らり

と い 等
法と」 と 業

占。

はい う 協
律き

和２。 組）
昭、う 。 同

にの） 合

な

と結 で

こ締 者

るを る

にで

約人

こか
、 い

。し

ン 第

資、

るて

すっ

関あ

号ス
シ ２

ン 第

イ 条

ラ ２



１
札調オ調契

入

平 に達ン達

成 付をラを約

十 すすイす

四 るるンる期

年 事物シ物

七 項品ス品間

北 海

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成

資

警 格

おこ用 察 を

りのを年 本

一入受７

有

部

般札け月

す

告 る

競にる 示 者

争係。日 第 が

道 公 報

６７

格資資に有資

成資約資
は

格効 たの格係格格

し

有一、の の期 申有のる
の 書期効般１ 有間 請効
期更

類間期競の喪 効

を及間争

第

申

次行格再再

をアイウ
有業請 申 のう資中を企

を企す組し 請

いこ格小

の れが有業る合よ

ずと

はと 方 かです等者又う

にきる協で

号

５
出申 審 提提

格再

アイ資
再 のの のの 先先請 査 出
在申 名事 所

月 等テ等

十 のムの

二 名用仕平平る

日 称汎様成成。

及用等

び電年年

数子１

量計入月月

金 算札１

機説日日

曜

賃書ら限

の明かを

日

入る

貸に３度

２

札調 に号 規達

す下、

定以は

る
資入

件と月

要」４

格札年

にい

入新に失
当。マ

該う日

め

出当、札定

提び間は

契

な期格落る

し該資の

に

れの有決約

け間を札

る

な新るの係

ば更す定

の

な続認まも

ら手と日
旨すあ

。たとで

いめで

業る

該る者同あ協法す

当合も組者

当。の組る

る該の合は

す

業限あ４

者資企にで、

引に組るるの

で格
るを）格の

き係合。資
変有請

き営除をを申

続

類

格を。更す書

資業く

北
称地請由

を相）しる

市
察幌

警札
道道

海海
北

に

部北
務区

総央
部中

本

当

借よ月
る

で約

式ま契

一。日該
延

当だを

月た間

１。期
算る

の予す

り、長

たし

し）ラ

）範と

価のこ

単

ュ道

い実シ海

なをケ北

とる作察

とすで警

こ施

たれ長

っさ部

な。成本

、調原

は府

き政上

とた

知め

通。た

のるる

資達

日間

た期

っ効

あ有

が、
、

のは

１新

ら更

かの

で提

得続でた者の

に行

う合るのそ出

よ、あも

す又格構に

と併資の先

も譲有員当

るはを成、

はにる変提

の渡すを該

資りでし先

、よ者更出

審継のも指

格承そたの

西
計条

会２

査し構の示

でり
内有
囲が

目
丁

７
課

、得
て事

開に入る捨税

号ア

げ金をた業

札掲札落額

で

時決 る額加金者

の札

を関都

格に美

入等算額

月

７８９

。
うる

失す男

１
のた約

落北項当契要そ

の作

道 者規り書

海 交札
務 決に単成の 財 付の定

い

めな

定わ

方定よ価の

５６
契。

る
説 札

開開札札交

入入入
場

金書 保 札札証明付

保

員よ

のた成に
場日はの

申り

再者
４

請資作

海海話札入入

北北電入

札警号行札札

道道番執

幌察の
場場日

２３
市本

条

納札成約

入平契

に
す海示

加北を

入参年項

おに 札にし）あ

に定 場

金もか

い当 及係たをる

っ こ消額っ免

てた びる

２て の費て税

、

該札業

には 公税当落事

入 にび金価者

規、 告及

とあ

す札 定地額額で

定
る消１する

る書 め方に

を

格記 入費円るか

資に

り）要

規

を載 札税未の

法法定を否他

則 方

予て

和たっ

昭めも

所格
北 場価札

年 の定入

海
道 で有

当入

則 付月な

規 交１効

るた札

第 す

に

所時金免付所

、交

証
るす北北電

す関
除

道道番

にに。る海海話
察

じじ項札警号

同同事

。。幌
市本
中部－

央総
－ 区務

及所時

中部－所

央総

び

北部日 － 区務

時北場区平 ２会

海北成 条計
西課道郵２
に西８ 線 ７札送条年 内

市よ７月

丁幌

目

中る丁

場

る道す

区合
央場目日

要部
必本
に察所

所者警

当格第

担資示

約な告

契
者

で問 定 定規 指に が号 等

有さ に満
端入ず

しれ 関以の、わ

い金 る数札、

なた す下

あ参積

者額 条消がに見

当 に税る加も

のに 件費

るた た該 違等とすっ し
入金 反」き

八 札額 しとは者１

九

そ、当 、の たい、は月

入う 財札。の消た

は）端費り 分 務

以単る

。の限

号 。りに
））

下価。
を 規限者 務制た 財のし

内者 と囲札 」範落 則の

北部

最す うでと い

２会
丁線 ７内 西課

条計
目

２、海前

北は北午

条郵道

７番察

西便警時

目部送

丁号本郵
総に
部る

北－務よ

海

会場 道
海）、

察北課は

警計合

を
格 所資 場る るす す

本

税の の 規

。
と

こ
る
す

有

無取金等契 ５ 則、の数

効扱額に約 に 第

相 といを係金

すり課の

す切る額 条当

第の。 ）低る 。

。
各る

価
格
条

幌）

１札着

部道必

第１ 会央
札中
入市

階



定契資物

等 者規

る品に

等

特 要る品 は 必す
又 に

務 格等

の 役 資品
定 な物

はの種

北 海

規１ 北

地定 海

に平資平 道

よ成格成

方
警自

及 り 察治
、年び年 本

一７調度

法
部

般月達に

施
告

をお

行
競 示令
争日すい 第

道 公 報

詳
細
は
、
入
札
説

第

本のの

契契日ここ

アイ

札

にの語入入

約名所約

す続び及の 在 関手及札

地お本契行

るに日び執

事称

号

者
イ

平落で 分 成の札あ
十者る
四とか
年になを
七

調 、種約格類

の 相っ申

類

定、平ム情情

手 には
達

続

成用報以報

汎通下通

の め
特 るに
例 も定年用信信
格ス

を のめ７電シ資シ

計テ」テ

定 とる月子ス

め しも

い用

る 、の日算ムとム

の汎う汎

政 当とに機用

令 該す一

入るて 昭
札物道 和 号に品が

種し

政加の結

年参等締

者う

第る類よ

令す
以要る

。必す

号にと

資に

下な

明
書
に
よ
る
。

をて通は、

務い国約は
調開

担北郵電使貨、公

番番す達す

当海便話用

。

る警号号る手る

す道
組察言続

語の 織本

び止

の部－－及停

名総

通等 － 称務
及部貨が
有 び会北

月当たし

十す者出

二るはる

日

決
を札。

額落と

金、こ

札定
入

金

に速
書後

曜

載か
記や

日

契る般賃用。用

すに

子子

平 約。競貸電）電

７ よ入契計計

成 に争借

調の機機 年 り札約算算

を告賃賃 令 達公のの 政
すを貸貸 第
る行借借

に 第
方情約 ）
地う契 号

共通関 ２
公報

定海る

令を北め

政格定
に いた警約

とめ道契

」

一 ）部る 。本係 う。察

般 第長
上競

札 ５

原入 の

争 条

り

札る 内 在課道得

所計海
幌。 線 地

市
中

る消

丁
７
西
条
２
北
区
央

事
税
課

の
。等

と税
こ費

団信す 条

か
る
あ
で
者
業

テ格

のス資 ２
体シる 第

５

物号
申再次行

たアイ資をア
格 申 審 請提提のう資

格

ずとを 請 査 出 書出いこ

第

をのれが有 の 先 類先

のす

男加 項

都参 １

美に

４

びて格申資申資

及め資

審 請請

小協い審格格

中
組との査査

企業る査審

等合き申のの のの 業

３

年つ

下てび経

法 資中以い及
済 格律 小 調

第 企 達は

業 を中、に産 要
等 す件小当掲業

目

る企該げ局 号

政。道道平過、

契とつ
２実

令 締が税成去誠

約
第 結行を

のう滞年年に

た指納７間履

２
業
事
税
免

れ
第 ず 格令 い

の政

資次

事 提所かです 再 のの に

該る者

出在にきる 申 名

当

る当。の

す称地請由

海者資

と北北る該

こす

札引に

よ道道で格

に海
市続る

行察幌き係

り警
央資業

な部中き営

わ本

時方 協に。請申申
け総

時期は法は

同あの請請

及平次

合て期、、

組っ

掲

第、び成に

法は
３設方

申

第の７る

条立法年げ
請

４際月

号に

の協

掲格か類

に資日書

が 特第 同 賃業中る長 ）
協企格行 ３ 組 借等小資

法 品同業要う 条 合 物例
の組等件官 第

、需 項 昭 保合協は公 １

点と組適適 第 和 守」同
し組 号 年 検い合用格 ７

可。はな合 に 法 がう又

証 げ 第 能）協いの 掲 律

な及業。

おし の め名し月に行 条

争い日いた ４ に競て１

で ２ 要入る現て者 第 必

でに１あ 項 な札者在、

規 意関なおのる の 同に

こ

るこてにと 定 をすいい
め よ

て指と、定。 に
得

競
るを用る り
い名。汎

者停電契

す第 件当４ 該の も条 要

す
定
。規 とに こ項 る１

者
る

ば部北を相

れ務区格を

ら計条よ、

な会２得続
又

い７と併

な課西う合

の渡

も譲

目るは

。丁す

らの

格承

資り

、よ

はに

企す月出

る有８提

げを

先 業る

で当

合でま、

組者日に

あ

に出

下も間提

以るの該

の

け指

業構なの

企がし先

合員れ示

組成

者び組明 る
が有 業 ）

で中合を 協 号

合 ３

る企次す 組 第

あ小

と団いと 条

こ業のる

れ。 下 規

。体ずき 以 に
組か 定
の

組 中
に該 業 る
織に 協 す

るる 」 企
すす 合 小

関当

含さ計と 入
は止子約 争

れて機類 へ
まれ算種 札

いな賃ほ 参
ないのを の

）こ事同 を
。い貸ぼ 加

な。をく 除
でと業じ 排

契 て
こんる れ

い営す さ

者
年

成
未

。い約 い
とで

人
佐

保
被

、

九又

〇

のた

査し

審継

助
補

被
は

なよ

」のばに

請
申
再者 う数な作

い半らり

と過

と 業

）占。し

。をい成

は う 協
律き い 等
法と

にの

和２ 組）
昭、 。 同
合

な

と結 で

こ締 者

るを る

っ
あ

で
人

こか
、 い

。し

、
て



２３
約海海話

入平契北北電

納札成

平 条道道番 に

成 入参年項札警号

十 加北を幌察

四 場す海示市本

年 る道す中部－

七 所者警場央総

北 海

１
に達報達

札調情調契

入

期

すす信す

付を通を約
品間

事物ス物

るるシる

項品テ

道 公 報

協 北

次な定

７

海

のおの平 道

と、適成

資資

警 格

おこ用 察 格を

りのを年 本

一入受７

有

部

般札け月

のす

告 る

競にる 示 喪者

争係。日 第 が

第

６
し格資資に有資

成資約

は

格効 申たの格係格

再

有一、 の期 請申有のる

書期効般１ 有間 し請効

更

う類間期競の 効の よ

期 とを及間争

号

有業申 中を企
格再

イウ
又
の 業る合

企す組請

小
協では方 等者

月 － に察所区務

十 必本北部

二 契要部２会

日

担資示西課

約な告条計
丁線 当格第７内

者

目 等号金 が

規 指に

曜

す す定 定

日

平る

の用の

等ム等

る る

称用様成成。

名汎仕平

及電等
月月

数計２１

び子年年

量算入
機札１

ら限

賃明かを

の説日日

入る

借に３度

貸書

失２

札調 に号 規達

す下、

定以は

る
資入

件と月

要」４

格札年

にい

は入新に

当。マ

該う日

る出当、札定

す提び間
期格落る

者し該資のめ

決約

、け間を札契

はな
のば更す定に

４れの有

な新るの係

続認まも

のら手と日る

たとで

請いめでの

申な

同あ協法
類旨すあ

書。

の合

合も組

組る業
資

組るる

業限あ

企にで
変有

除をを

を）格

合。

所資 場

）しる

。更す

く

月に

。
と
こ
る
す

有
を

格 当

よ

北一る

道ま契

海式。日該
た間

察月。期

警１で約

長りし延

部ただを

本当
価算る

上単予す

の、長

ケ

し）ラ

範と

原）のこ

すで

こ施ュ

い実シ

なを
れ

っさ

な。成

とる作

と

達

、調

は府

き政

とた

た

め

提通。た

ののるる

資

っ効

にあ有

先が、

出知

提かの

該日間

当た期

、

、

ののは

先１新

出ら更

あもで

でた者

示に行

指

員

を成

格構

資の

るのそ
た

でし

者更

る変

すを

有
構の

のも

そ

者契

イアイ

落で約名所
在 者る関 の札あに 分
とかす

得

男でり

都内有

美囲が

９

、

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

決 る額加金者 のの札 げ

を関

格に

入等算額で

時

１月

７８

。
うる

失す

札のた約

落北項当契要

定の作

道 者規り書

海 交

価の

務 決に単成

財 付の

い

よめな

に定わ

方定よ

５６

作契。

りる
札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説

員
成

日場日はの場

金

４
資

場場
の
行札
執
札入
入

相っ申事称地

になをる

郵電

す者出を

当たし務
こ当海便話

るはる担北

号

額落とす道番番

金、
入決組察

を札。る警号

札定織本

書後の部－－

に速名総

－ 記や称務

る

おに 札にし）あ

に定
金もか

い当 他及係たを

っ こ消額っ免

てた びる

２て の費て税

、

該札業

には 公税当落事

入 にび金価者

規、 告及

とあ

す札 定地額額で

定
る消１する

る書 め方に

を

格記 入費円るか

資に

り）要

規

を載 札税未の

法法定を否

則 方

予て

和たっ

昭めも

電

北 番場価札

年 話の定入

海 号所格
道 で有

交１効 規

す当入

則 －付月な

第

るた札

所時金免付所

、交

証

－

るす北北

す関
除に

時

道道

成にに。る海海

平
同同事

。。幌察

年じじ項札警
中部

月市本

８

日
び
及所
所

区務

日央総

海北

時北場区
７

幌に西

札送条

道郵２

区合
央場目

中る丁

市よ

載か及部

すにび会北

こ費在課道

る消所計海

。等幌線 と税地札内

の市

課中

税央

九 事区

一

で問

あ西

で条

者２

業北

有さ に満
端入ず

しれ 関以の、わ

い金 る数札、

なた す下

あ参積

者額 条消がに見

当 に税る加も

のに 件費

るた た該 違等とすっ し
しとは者１ 入金 反」き

当 、の たい、は月 札額

入うそ、 財札。の消た

は）端費り 分 務

号 。りに
の限 。
単る

線）） 内下価。

以
制た 財のし

務限者 規

者 と囲札 」範落 則のを

午北部

最す うでと い内

条計

前２会
７

時西課
目

分丁

北は北
合
場

る
よ

に
送

郵
察

西便警

条郵道

２、海

目部

丁号本

７番
総
部

北－務

海

会 道

る７

本海）

察北課

警計

の の 規

業
事

税
免目

か丁 取金等契 ５ 則、の数税

効扱額に約 に 第無

相 といを係金

すり課の

す切る額 条当

第の。 ）低る 。

。
各る

価
格
条

札
部道

）
着

必
、

は

第１ 会央
札中

入市
階幌
１



左こ方囲
合て

の位ま 海表にれ

右よけ海

におた 岸

るる面 海河当を

付沖う

口該い 岸

北 海

室げの河 根掲た事

に知

区及

し 成支る許口

だ 平

庁期可 、

７内は受

び 北 年管間を

岸 道 月標け

沿 海

津さた 海

日町けも

道 公 報

法 根

根律 室

室第 海

支 区

庁 漁号 管 業） 内 調第 標 整

津 委条 町 員

第

こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

号

契日こ

平約本の

成の語入
十手及札
四続び及
年に日び
七

左

お本契

近合。

の距

方区離

右は点
域の
、を

方左結

沖海だ
右ん

岸線
の及

・の方

面

平該そ
当び 合

類す採位 業 忠まが
漁 の

調

方 規 河をす真 整 川」捕

） 付捕場位 則 口採る
、
和 でては域

昭 近し合

根、は
北 海表らの

年 室次なこ
海 区のな限

第 の 会１ 忠 指 指 根

類項 示の 室川 第規 海河 １定 口 号 区に 付基 漁近
にづ

業き お、 調次 け
る 整さの
と

は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

月い国約

十て通は

二使貨、

日

語の

言続

る手

す達

用調

金

び止

及停

曜

貨が

通等

日

離ぞ 成距れ

有

のれ

１、該 月と当 ８点の 年

点 ら点の かの合 日そ沖
か
らを
そ結 月

れん

で期

道 漁左いり

ぞだ 日

掲な
則 調には

規 業欄。

委げい 第 整
員る。

長に第

会域）

会区号

お
同定

黒、規

ての

石い条

委お け
・ 員り
制 ま

示会す限 採す 捕る に
法
業
漁
て
い
つ。

当に でれ線 ま

。
る

得
り

に

沖っ
該よ

根

根年根掲た 室

室法平室げ 海

支律成管る
だ

区

内期
し

庁第 漁、

年羅間 管 業北

７臼は 内 調

羅月町 号海

整

郎右り

三のよ

勝表間 に

野防禁平

南域

１２

欄、

止付波止成

禁
区半堤期

部月

の端８

域島先間年

国

和
昭

を
年

根

漁使

３

室

業用平 海

法し成

保定た

区 護置だ

て 漁 区漁し

昭行年 業

和う７

域業、

調

月

内の羅

整 の保臼

保斜院か指平

理具

１２

成護里３ら示成

平

期 区町等

間年

ー ７羅角８ メ 年域と三

第
月臼点月

根

根 室

室条 海

海第 区

峡１ 漁

北項 業

部の 調

海規 整道

のさ ） 臼 委海

町日サけ 第 員面

シ・ の 会

サルま 条漁

指

シイす 第業

示

ル川」 １調

第

イ河を 項整

４

川口採 の規

号

定 河付捕 規則

基和 付でて に昭 口近し

近根、は づ
き年 に室次な

土の
院順ら

理をか

地点日

２次
等結月

三ん
及で

点線ま

角だ日

室」大

根付最
野び

年釣 委 行護町

法漁日 員

律法

為区地
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